
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千歳市立高台小学校 学校通信№６ 令和元年８月３０日 

 

９月の生活目標 

「時間を守り礼儀正しい生活をしよう」 

１．時計を見て行動し、時間を守ろう。 

２．その場にふさわしい言葉づかいを 

しよう。 

令和最初の夏休みを終え、学校が再開して 2 
週間が過ぎました。夏休み中は、大きな事故や 
怪我もなく子どもたちの元気な声が校内に響き
渡っていることをとても喜んでいます。 
今月は子どもたちの学校内外での活躍が高く

評価された嬉しいニュースもありました。 
まずは、「第３２回花いっぱいコンクール花 

壇部門」で優秀賞をいただきました。高学年を 
中心に花ボランティアの子どもたちが登校時に
花殻積みをしたり、PTA の皆さんが整備に来て
くださったりと春からの取組が評価され、200 
以上の応募団体の中で 25 団体に授与された賞 
です。来年は 7 団体にしか授与されない部門最
優秀賞をめざし、より一層美しい環境作りに努め
たいと思います。 
また、本校児童の絵画作品が「千歳市ふるさと

ポケット」のポスター図案として採用され市内各
所に掲示されたり、「野鳥絵画展」で優秀賞を受
賞し展示されたりと、多くの方の目に触れる機会
をいただきました。子どもにとって学校外でも自
身の取組が認められることは自己肯定感を醸成 
し次の活躍の場を自ら求める姿につながります。 
夏休み明けにも「千歳市民憲章シンボルマー

ク」や「社会を明るくする運動作文コンテスト」、
「花と緑の絵コンクール」などの募集がありま
す。これからも本校児童には、積極的に校外のコ
ンクールや作品展に取り組んでいくことを期待
しています。 

 
 
 
 
 
 
 
さて、今年は、千歳市と鹿児島県指宿市が姉妹

都市提携を結び 25 年目という節目の年であり
ます。この夏休みには、市内 11 小学校から 16
名（うち高台小の児童 2 名）の訪問団が結成さ
れ、私も団長として指宿市を訪問してまいりまし
た。ふるさと千歳とは違う南国の生活様式や方言
など文化の違いに触れることができたことは、子
どもたちにとって大きな刺激となったようです。 
訪問団員は各校を代表して参加している意識 

 

が高く、自分の役割を果たそうとする姿勢や協
力し合う姿勢、規律を守った行動が随所で見ら
れ、訪問期間をとおしてしっかり学ぼうとする
意欲が伝わってきました。先日、事後研修とし
て報告会を行った際も、一人一人が聞き手を意
識しながらわかりやすく発表しようと努力して
いました。 
このようなことがまさに表れた訪問時の出来

事を紹介します。初日の歓迎式後に、指宿市教
委の方からこんな言葉がありました。「千歳市の
子どもたちは、何の指示もないのに発言者の方
に体を向けて話を聞いている姿に感心しまし
た。」 
引率者としては嬉しい限りの褒め言葉ですが、

では、この子たちも最初から自発的にできてい
たかというとそうではありません。 
出発までに全員が顔を合わせたのは 2 回だけ

でした。最初の 6 月の結団式での指示は、班隊
形で座っている子どもたちに体を会場の正面に
向け話を聞きましょうということでした。でき
たら褒める、ということは大事なことで、しっ
かり最後まで聞けたあとに子どもたちは褒めら
れていました。さらに、一人一人が自己紹介す
るときや 7 月の学習会で自分の研究テーマを発
表するときにも、聞き手は話し手の方に体を向
けてしっかりと聞くことができ、褒められてい
ました。このようなことを繰り返した結果とし
て、歓迎式での自発的行動につながったものと
考えています。 
子どもは、実体験・成功体験を繰り返すこと

により、状況判断ができるようになり、自発的
行動を行うようになります。ですから学校では、
目標（ゴール）を示し、活動させ、認め・褒め
ることが指導の第一歩なのです。 
ところで、まもなく胆振東部地震発生から 1

年が経過します。大人が命の危険を伴う実体験
を子どもにさせるわけにはいきませんが、「つな
みてんでんこ」のように、繰り返し、繰り返し
教え込むことで子どもたちが自発的に行動でき
るように指導することも大切です。このような
ことを意識しながら、学校では安全教育に取り
組んでいるところです。 
教職員一同、これからも児童一人一人に寄り

添い大切にしながら指導に努めてまいりますの
で、ご支援をよろしくお願いいたします。 

校長 安 栄 智 裕 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道教育大学札幌
校から教育実習生とし
て石塚七菜さんが着任
しました。5 年 1 組を
中心に授業や行事でお
世話になります。 
高台小学校出身で、

みんなの先輩です。 

７月２９日（月）～３１日（水）の夏休みの３日間を
活用して「夏休み学習会」を開催しました。全校児童対
象とした希望制で今年度は全校児童の半数以上が参加し
ました。振り返りと学習内容の定着の良い機会になった
と思います。 

８月２３日（金）に人権擁護委員の方を講師に招き、
本校の５年生を対象に「人権教室」を行いました。子ど
もたちは「いじめは良くない、悪いことだ」と心の中で
は思っていても、「自分がいじめられるのでは？」という
不安から、いじめる側に回ったり、見てみないふりをし
てしまう。友達との関わりや相手の気持ちを考えること
の大切さ、いじめを無くすためにお互い認め合い、本音
で話せる関係づくりなど、いじめに立ち向かう勇気の大
切さを学びました。 

8月 19日から始まった夏休み作品展も 30日で終わり
を迎えました。この間たくさんの保護者の方々に鑑賞い
ただきありがとうございました。発想力を活かしたもの
や自分で体験や実験したことをもとにした研究や作品が
多数見られました。 

9月から愛の鐘は 17:00に鳴ります！ 

鐘が鳴る時間には 
家に着くように心がけましょう 

8 月 31 日から千歳市民ギャラリーで創意工夫作品
展が開催されます。市内の小中学校から選ばれた約
180 作品が展示されます。ぜひ足を運んでください。 


